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平成２６年平成２６年平成２６年平成２６年1111月当初月当初月当初月当初

組織数組織数組織数組織数 ３１７名３１７名３１７名３１７名

８月現在３０９名８月現在３０９名８月現在３０９名８月現在３０９名

８名減８名減８名減８名減

今月の主な取り組み今月の主な取り組み今月の主な取り組み今月の主な取り組み

８/９（土） 分会六役会

８/１２（火） 分会役員会

８/１６（土）群会議・組合費納入

分会センターに集合

８/１８（月） 分会財政部会

８/２３（土）２４（日）２５（月）

東日本大震災復興支援住宅デー

中野支部代表として岩手県釜石市に

やくし分会から

長浜支部書記長、阿部副委員長、

大谷分会書記長が参加します

８/３１（日）秋の活動者会議 10：00～

中野セントラルパークコングレスクエア

９/７（日）支部厚生文化部

千葉県岩井海岸で地引網＆バーべキュ―

会費 大人4,000円 小学生まで2,000円

申込は８月１９日、分会役員まで

▲支部で行われた輪投げ大会に参加

秋

の

拡

大

に

向

け

て

体

力

増

強

ハ

ガ

キ

要

請

行

動

（

再

掲

）

概

算

要

求

を

前

に

、

厚

生

労

働

省

に

向

け

た

ハ

ガ

キ

要

請

行

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

先

月

か

ら

の

取

組

み

で

す

が

、

家

族

の

入

院

医

療

費

や

健

診

が

無

料

な

ど

、

扶

養

家

族

の

メ

リ

ッ

ト

も

多

大

で

す

。

家

族

の

協

力

も

得

な

が

ら

、

組

合

人

員

の

４

０

０

％

を

目

標

に

取

り

組

み

ま

す

。

４

枚

（

１

シ

ー

ト

）

を

一

人

ず

つ

家

族

の

分

も

一

緒

に

お

願

い

し

ま

す

。

第

二

次

集

約

８

月

１

９

日

（

火

）

実

戦

さ

な

が

ら

の

練

習

を

た

っ

ぷ

り

し

て

、

ぜ

ひ

優

勝

を

目

指

し

て

く

だ

さ

い

。

さ

て

、

鋭

気

を

養

っ

て

支

部

活

動

者

会

議

を

へ

て

、

９

月

か

ら

秋

の

拡

大

が

は

じ

ま

り

ま

す

。

仲

間

の

力

の

結

集

と

新

し

い

未

加

入

者

の

情

報

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
分

会

マ

イ

ス

タ

ー

の

元

気

な

行

動

力

も

期

待

し

ま

す

。

秋の拡大月間日程 拡大目標は 13人

支部活動者会議…8月31日（日） 参加は13人以上

第１次行動 … ９月10日（水）、１１（木） → 節目標20％

第２次行動 … ９月１７日（水）、１８日（木） → 節目標30％

第３次行動 … ９月２４日（水）、２５日（木） → 節目標40％

中間決起 … ９月２８日（日） 10：00～分会センターに集合

残

暑

お

見

舞

い

申

し

上

げ

ま

す

【

分

会

長

新

藤

輝

子

】

今

年

の

夏

は

、

冷

夏

と

い

う

予

想

で

し

た

が

、

や

は

り

暑

い

毎

日

を

過

ご

し

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

に

は

、

い

か

が

お

過

ご

し

で

す

か

。

分

会

家

族

慰

安

を

無

事

終

え

、

８

月

は

組

合

行

動

も

あ

ま

り

な

く

体

力

増

強

す

る

絶

好

な

時

期

で

す

。

夏

季

休

暇

を

満

喫

し

て

い

る

方

も

お

ら

れ

る

か

と

思

い

ま

す

。

そ

ん

な

中

、

７

月

１

７

日

支

部

で

行

わ

れ

た

マ

イ

ス

タ

ー

の

輪

投

げ

大

会

で

、

や

く

し

分

会

も

参

加

し

ま

し

た

が

、

結

果

は

予

選

敗

退

。
そ

の

結

果

を

受

け

て

、

飯

島

マ

イ

ス

タ

ー

分

会

会

長

か

ら

の

希

望

で

、

分

会

で

も

練

習

が

必

要

と

い

う

こ

と

で

、

輪

投

げ

台

を

購

入

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

▲マイスター輪投げ大会に勝利を目指して

分会でも輪投げ台を購入
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工

務

店

四

代

目

も

は

や

３

８

歳

【

教

宣

部

員

筧

豊

】

今

回

の

分

会

の

仲

間

の

紹

介

は

、

、

や

く

し

分

会

書

記

長

を

し

な

が

ら

仕

事

に

趣

味

に

大

活

躍

し

て

い

る

大

谷

祐

介

さ

ん

の

登

場

で

す

。

2

年

前

ま

で

分

会

長

を

務

め

、

今

年

か

ら

現

職

を

引

き

受

け

、

分

会

活

動

の

先

頭

を

走

っ

て

い

ま

す

。

拡

大

行

動

な

ど

セ

ン

タ

ー

に

集

合

し

て

、

行

動

に

参

加

し

て

い

ま

す

。

彼

は

、

中

野

区

新

井

で

工

務

店

の

大

工

四

代

目

と

し

て

生

ま

れ

、

現

在

は

、

住

宅

メ

ー

カ

ー

の

仕

事

な

ど

を

中

心

に

日

々

飛

び

回

っ

て

い

ま

す

。

３

８

歳

に

な

り

ま

す

。

中

学

・

高

校

時

代

は

、

吹

奏

や

く

し

分

会

書

記

長

大

谷

さ

ん

楽

部

で

活

躍

し

、

高

校

で

は

キ

ャ

プ

テ

ン

を

任

さ

れ

、

全

国

を

飛

び

回

っ

て

い

ま

し

た

。

奥

さ

ん

と

は

、

高

校

時

代

の

同

級

生

。

吹

奏

楽

部

で

一

緒

に

活

躍

し

た

仲

間

で

そ

ん

な

縁

か

ら

発

展

し

て

、

め

で

た

く

ゴ

ー

ル

イ

ン

。

お

子

さ

ん

は

、

小

学

五

年

生

と

小

学

二

年

生

の

女

の

子

が

お

二

人

。

現

在

は

、

高

校

の

同

窓

会

の

会

長

を

任

さ

れ

て

い

る

そ

う

で

す

。

そ

ん

な

忙

し

い

中

、

こ

ん

ど

中

野

支

部

が

取

り

組

む

東

日

本

大

震

災

復

興

支

援

住

宅

デ

ー

の

メ

ン

バ

ー

と

し

て

岩

手

県

釜

石

市

に

参

加

し

て

き

ま

す

。
大

谷

さ

ん

の

さ

ら

な

る

活

躍

に

期

待

し

ま

す

。

頑

張

っ

て

行

っ

て

き

て

く

だ

さ

い

。

今年の夏の平和特集

今

月

の

格

言

沼

袋

商

店

街

の

掲

示

板

に

有

っ

た

宮

大

工

の

西

岡

常

一

さ

ん

の

言

葉

で

す

。

職

人

は

、

頭

ば

か

り

で

覚

え

る

の

で

は

な

く

、

腕

で

覚

え

な

い

と

い

ざ

と

い

う

時

に

は

使

い

物

に

は

な

ら

な

い

と

の

こ

と

。

今

職

人

不

足

の

日

本

に

外

国

労

働

者

を

入

れ

よ

う

と

し

て

い

る

時

、

名

人

は

如

何

思

い

ま

す

か

。

▲今回の復興支援として分会で25セット

買い取り秋の拡大で活用していきます

中

野

区

で

も

Ｂ

２

９

に

よ

る

爆

撃

▲やくし分会の役員若手の一人

分会書記長の 大谷祐介さん

昭

和

2

0

年

８

月

１

５

日

日

本

は

、

終

戦

の

日

を

迎

え

ま

し

た

。

無

条

件

降

伏

と

云

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

戦

後

の

日

本

政

府

は

、

あ

ま

り

そ

の

こ

と

に

は

触

れ

ず

、

終

戦

し

た

日

を

取

り

扱

う

こ

と

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。
そ

ん

な

日

本

に

、

国

民

が

待

ち

望

ん

だ

平

和

憲

法

が

、

誕

生

し

ま

し

た

。

日

本

国

憲

法

前

文

に

は

、

『

政

府

の

行

為

に

よ

つ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

や

う

に

決

意

し

、

こ

こ

に

主

権

が

国

民

に

存

す

る

こ

と

を

宣

言

し

、

こ

の

憲

法

を

確

定

す

る

。

』

と

あ

り

ま

す

。

い

ま

、

戦

後

6

9

年

間

ま

か

り

な

り

に

平

和

で

あ

っ

た

日

本

の

国

を

、

数

人

の

内

閣

の

閣

議

で

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

を

容

認

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

戦

後

の

自

民

党

政

権

は

、

専

守

防

衛

の

た

め

の

自

衛

権

は

、

昭

和

１

９

年

１

１

月

か

ら

、

中

野

区

で

も

ア

メ

リ

カ

の

Ｂ

2

9

に

よ

る

爆

撃

が

は

じ

ま

り

、

同

2

0

年

５

月

ま

で

度

重

な

る

攻

撃

を

受

け

て

、

亡

く

な

っ

た

方

は

、

5

0

0

人

近

く

、

負

傷

者

1

6

0

0

人

以

上

、

被

害

家

屋

は

3

0

0

0

軒

近

く

に

な

っ

た

そ

う

で

す

（

中

野

区

史

）

。

そ

の

時

の

中

野

区

新

井

町

の

被

災

状

況

を

映

し

た

写

真

が

、

右

側

に

あ

る

映

像

で

す

。

一

面

が

、

焼

け

野

原

に

な

り

、

佇

む

人

も

ま

ば

ら

で

す

。

認

め

ら

れ

る

が

、

集

団

的

自

衛

権

は

認

め

ら

れ

な

い

と

し

て

き

ま

し

た

。

第

二

次

安

倍

内

閣

は

、

積

極

的

平

和

主

義

を

掲

げ

な

が

ら

、

閣

議

決

定

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

私

は

、

決

し

て

抑

止

力

に

は

な

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

閣

議

決

定

は

憲

法

違

反

ま

た

日

本

国

憲

法

９

8

条

に

は

、

『

こ

の

憲

法

は

国

の

最

高

法

規

で

あ

っ

て

、

そ

の

条

項

に

反

す

る

法

律

、

命

令

、

詔

勅

及

び

国

務

に

関

す

る

そ

の

他

の

行

為

の

全

部

又

は

一

部

は

、

そ

の

効

力

を

有

し

な

い

』

と

あ

り

ま

す

。

安

倍

政

権

の

閣

議

決

定

は

、

単

な

る

意

見

書

で

あ

っ

て

、

憲

法

違

反

で

あ

り

ま

す

。

そ

ん

な

閣

議

決

定

で

、

平

和

な

日

本

が

戦

争

す

る

国

に

な

り

、

ま

た

戦

禍

に

ま

み

え

る

こ

と

が

な

い

よ

う

閣

議

決

定

の

撤

回

を

要

求

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

。


